
資料２-２ 

「幼児期の学校教育・保育」の見直し 

 

１．量の見込みと実績値（乖離率） 

令和３年度  １号認定 ２号認定 

(教育ﾆｰｽﾞ) 

２号認定 

（保育の実施） 

３号認定 

（0 歳） 

３号認定 

（1・2 歳） 

量の見込み（A） １１６ ７９ １，５９２ ２２２ ８０３ 

実績値（B） １５２ ７８ １，４９１ １６０ ５７９ 

乖離率（B/A）％ １３１．０ ９８．７  ９３．７ ７２．１ ７２．１ 

※１号・2号は３～５歳 

 

２．見直し方法 

「量の見込み」と 「実績値」に１０％の乖離があったものについて見直しを行う。なお、見直しは、国の

示す「作業の手引き」に基づき計算する。 

《計算式》  「見直し後の量の見込み」＝①推計児童数×②支給認定割合   

 

①推計児童数                           単位：人 

児童数 令和５年度 令和６年度 

３～５歳児童数 １，５７７ １，５５６ 

   ０歳児童数 ４９２ ４８１ 

 １～２歳児童数 １，０２１ ９９７ 

 

令和３年度 実児童数 

 児童数 令和３年度 

３～５歳児童数 １，７８０ 

   ０歳児童数     ５１０ 

 １～２歳児童数   １，０６１ 

〈令和 3年 3 月 31 日で計算・満年齢） 

 

②支給認定割合  

認定区分 年齢 支給認定割合 令和３年度（実績値/実児童数） 

１号認定 ３～５歳 ０．０８５ 152/1,780 

２号認定（教育ニーズ） ３～５歳 ０．０４４ 78/1,780 

２号認定（保育の実施） ３～５歳 ０．８３８ 1,491/1,780 

３号認定（0歳児） ０歳 ０．３１４ 160/510 

３号認定（１.2 歳児） １～２歳 ０．５４６ 579/1,０61 

   ※令和３年度数値で計算 
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③量の見込みの見直し 

「見直し後の量の見込み」＝①推計児童数×②支給認定割合 （※国作業手引き） 

                                                    単位：人 

量の見込み（見直し後） 

令和５年度 令和６年度 

１３４ １３２ 

７４ ７２ 

１，４９２ １，４６１ 

１５４ １５１ 

５５７ ５４４ 

※２号認定については、計画と実績の乖離が前後 10％以内のため見直しを行わない。 

 

認定区分 
量の見込み（計画策定時） 

令和５年度 令和６年度 

１号認定 １０９ １０７ 

２号認定(教育ﾆｰｽﾞ) ７４ ７２ 

２号認定（保育の実施）   １，４９２ １，４６１ 

３号認定（0歳児） ２１１ ２０６ 

３号認定（1.2 歳児） ７６３ ７４６ 


